
○ 急激な人口減少と超高齢化の進行
○ 経済社会のグローバル化と交流の拡大
○ 大規模自然災害の切迫とインフラの老朽化
○ 女性が活躍する社会づくりの要請
○ 情報通信技術（ICT）等の劇的な進歩
○ 2020年ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ及び茨城国体の開催 など

【 基本構想 】 （2050年頃を展望）

【 基本計画 】 （５年間：H28～32年度）

時代の潮流
（県民が一体となって対応すべき重要な視点）

人口・経済の展望

人が輝く いばらき

活力あるいばらき 住みよい いばらき

みんなで創る ○○○○ いばらき

人が輝く
いばらきづくり

活力ある
いばらきづくり

Ⅰ 政策展開の基本方向（総合的に推進する政策・施策体系）

【デザイン】

・ 全体頁数は現計画（212ページ）以下とする。
・ 県民に分かりやすく，親しみやすくするため，文章は
簡潔な表現とし，写真・図表等の視覚的に分かりや
すい情報を多く掲載する。

新しい県総合計画の全体構成（案）

時代の潮流や本県の特性を踏まえ，分野横断的又は重点的・先駆的なテーマを選定しプロジェクトとして設定。（※今後の総合部会にて本格的に議論）

【テーマ例】 ◎いばらき地方創生PJ（人口減少対策 ※茨城県版総合戦略と整合を図る） ◇地域医療充実PJ（医師確保，地域医療等） ◇暮らしの安全・安心PJ（地域防災力等）

◇次世代に繋ぐ豊かな環境PJ（資源･エネルギー，森林湖沼環境の保護等） ◇未来を担う子ども･若者育成PJ（確かな学力，豊かな人間性等）
◇高齢者はつらつ活躍PJ（高齢者の社会参加，健康づくり等） ◇女性の輝く社会実現PJ(女性の社会参加，就職・起業支援等)
◇県北地域振興PJ（県北国際ｱｰﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ，地域資源の発掘等） ◇茨城国体,東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸﾁｬﾚﾝｼﾞPJ（選手の強化・育成，ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ等）

【 重点プロジェクト 】（５年間：H28～32年度）

茨城県総合計画 『 ※今後，基本理念に合致した名称を検討 』
計画名称

県民の求めるいばらき

※茨城県版人口ビジョンとの整合を図る。

※県民選好度調査，大学生・高校生アン
ケート（約5,000件）等の結果を反映。

基 本 理 念

目標と将来像

資料１－２

資料１－３

○ 恵まれた地域特性
（自然・環境・歴史・文化，東京との近接
性，農業 等）

○ 多様な産業と科学技術の集積
○ 国内外を結ぶ広域交通ネットワークの形成

など

茨城の特性

“人づくり”を基本に，相互に関連しながら，
『人が輝く 元気で 住みよい いばらき』 を目指す

※「３つの目標」がそれぞれ目指す地域
社会の姿を，将来像として簡潔に記載。

① 科学技術を活かしたイノベーション環境づくり
② 日本の発展をリードする力強い産業づくり
③ 農林水産業の成長産業化
④ 人・もの・情報が活発に行き交う交流社会づくり
⑤ 世界に開かれたいばらきづくり

① 少子高齢化に対応した医療･保健･福祉が充実した社会づくり
② 人にやさしい快適な生活環境づくり
③ 安全・安心な暮らしが確保された社会づくり
④ 人と自然が共生する持続可能な環境づくり

住みよい
いばらきづくり

① 未来を拓き世界に羽ばたくたくましい人づくり

② 一人ひとりが尊重され活躍できる社会づくり

③ 生涯にわたって学べる環境づくりと文化芸術・スポーツの振興

※政策の項目ごとに「目指すべき将来像」・「現状と課題」・「県民意見」・「施策及び主な取組」・「数値目標」等を整理。

○目指すべき地域の姿

○地域づくりを推進して
いくための３つの視点

○地域区分の考え方

○地域づくりの方向
（地域区分別）

政

策

政

策

政

策

ＰＤＣＡサイクルを効果的
に進めるため，5年間で達成
すべき数値目標を設定。

※今後の総合部会において，
指標の性質や重要度別に指
標のレベル分けを行うべき
かどうか検討。

例）政策目標，基本目標
参考指標

Ⅱ 地域づくりの基本方向

数 値 目 標

資料４

資料１－１

３つの目標に対応した
政策分野

資料２

資料３


